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研究成果の概要（和文）：本研究では，学術情報を意味的，計量的に分析するため，主に学術論文の抄録文を自
然言語処理と機械学習技術によってLinked Data形式に変換する手法の研究・開発を実施した．
Linked Dataとは，情報の内容を主語-述語-目的語などの組で表現するフォーマットであり，国際的に標準化さ
れたものである．
専門的な内容を日本語，英語の言語の壁も超えて統一的なフォーマットで表すことで，科学技術情報を内容的に
も数字的にも客観的に概観，分析することを可能にした．

研究成果の概要（英文）：This study focused on the triplification methods, which translates 
scientific paper abstracts, etc. to Linked Data using natural language processing and machine 
learning techniques for semantically and quantitatively analyzing scientific inform.
Linked Data is an internationally-standardized format, in which information contents are represented
 by triple, i.e., subject - verb - object.
The unified format that can represent professional contents written in English and Japanese helps us
 to objectively browse and analyze the scientific and technological information in contents and in 
metrics.

研究分野：人工知能，学術情報分析

キーワード： ナレッジグラフ　Linked Data　知識処理

  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
近年，日本の科学技術力の低下が指摘される中，論文や特許，ファンディングプロジェクト情報といった学術情
報の１次ソースを客観的に分析できる基盤（内容に基づく科学技術マップ）を構築した．
本マップ上でさまざまな検索や分類を行うことで，日本が強い分野や弱い分野，米国や欧州において資金を注い
でいる分野，およびそれらに関わる研究者の一覧や関係性など，日本と海外の比較を行うことができる．
それによって，現在の日本の立ち位置を測り，今後の日本の科学技術の方向性を検討するのに役立つだろう．



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 
学術情報分析の分野では，以前より発行された論文の引用数に基づく学術的な評価，分析が
盛んに行われていた．しかし，論文が一定の回数引用されるには数年単位の時間がかかる，国
際会議論文は相対的に引用数が少ない傾向がある，などいくつかの問題が指摘されている．一
方，論文の内容に基づく分析は TF・IDF など一部の手法に留まっていた． 
 
２．研究の目的 
 
そこで本研究では，学術情報を意味的，計量的に分析するため，主に学術論文の抄録文を自
然言語処理と機械学習技術によってLinked Data形式に変換する手法の研究・開発を実施した． 
Linked Data とは，情報を W3C 勧告である RDF データモデルで構造化し，情報間の意味的な
関係を相互にリンクしたものである．2015 時点において，欧米を中心に 630 億トリプル（RDB
におけるレコードに相当）が Web 上に公開されており，研究データの標準的なフォーマットと
して広がりつつある． 
 
３．研究の方法 
 
具体的には，1. 主に学術論文の抄録文を対象に Linked Data を構成する要素（主語，述語，
目的語，場所，時間など）を抽出し，2. 抽出語句を既存 Linked Data やオントロジーへマッピ
ングする手法の研究開発を行った．これにより，英語や日本といった自然言語で記述された非
構造化データであった抄録情報の意味的，計量的な分析を可能にするものである． 
 
４．研究成果 
 
まず，論文や特許，ファンディングプロジェクト情報といった自然言語で書かれた情報を，
科学技術情報に特化してベクトル化する手法を研究開発した． 
 

 
 
また，それらを Linked Data 形式に変換する手法を研究開発した． 

 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
さらに，これらの情報を客観的に分析できる基盤（内容に基づく科学技術マップ）を構築し
た． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

https://jipsti.jst.go.jp/foresight/mapping_science/ 
 
 
このマップ上でさまざまな関係性を辿った高度検索や，推論処理，統計的な分類やクラスタ
リングを行うことで，日本と海外の学術情報やファンディングプロジェクトの比較を行うこと
ができ，今後の日本の科学技術政策の検討に役立つことを期待している． 
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